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（ 3） 河 川 利 用 及 び 河 川 環 境 の 状 況 と 課 題  

 

1） ポ ン ニ コ ロ 川  

ポ ン ニ コ ロ 川 の 水 利 用 は 、 か ん が い 用 水 と し て 利 用 さ れ て い る 。

知 事 管 理 区 間 で は 、 1 4 件 が 利 用 さ れ て い る 。 な お 、 こ れ ま で に 渇

水 被 害 が 生 じ た 事 例 は な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 2 2 年 に 、

水 質 調 査 を 3 地 点 で 実 施 し て い る 。 調 査 結 果 に よ る と 、 B O D（ 生 物

化 学 的 酸 素 要 求 量 ） は 、 3 地 点 い ず れ に お い て も 7 5 %値 で 1 . 0 m g / L

以 下 と な っ て お り 、 A A 類 型 相 当 で あ る 。  

流 域 は 下 流 か ら 上 流 に か け て 広 く 畑 作 地 帯 が 広 が り 、 耕 作 地 を

貫 流 す る よ う に 流 下 し て い る 。  

上 流 域 は 、山 林 が 広 が り 、河 川 沿 い に ヤ ナ ギ 低 木 群 落 が 見 ら れ 、

周 囲 に は ト ド マ ツ 植 林 や エ ゾ イ タ ヤ － シ ナ ノ キ 群 落 、 落 葉 針 葉 樹

植 林 等 が 分 布 し て い る 。  

中 流 部 は 、 オ ノ エ ヤ ナ ギ が 散 在 す る が 一 部 山 付 け と な り ミ ズ ナ

ラ 、 エ ゾ イ タ ヤ な ど も 混 生 し て い る 。 水 際 で ヨ シ 類 や ミ ゾ ソ バ ら

が 群 落 を 形 成 し 、 オ オ イ タ ド リ な ど も 混 生 し て い る 。  

下 流 部 は 、 オ ノ エ ヤ ナ ギ を 主 体 と す る ヤ ナ ギ 類 が 散 在 し て 分 布

し て い る 。 水 際 に ク サ ヨ シ 、 ヨ シ 、 ツ ル ヨ シ な ど の ヨ シ 類 や ミ ゾ

ソ バ か ら 成 る 草 本 群 落 が 分 布 し て い る 。 魚 類 で は 、 シ ベ リ ア ヤ ツ

メ 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ）、 フ ク ド ジ ョ ウ が 主 に み ら れ 、 秋 に は カ

ラ フ ト マ ス や サ ク ラ マ ス 等 の 産 卵 風 景 も 見 ら れ る 。  

現 況 河 道 の 河 床 幅 は 狭 く 、 連 節 ブ ロ ッ ク が 河 床 ま で 布 設 さ れ て

お り 一 様 な 流 れ と な っ て い る が 、 落 差 工 下 流 に 深 み が あ り 流 況 に

変 化 が 見 ら れ る 。既設落差工が 23 基あり、縦断方向の連続性がなく魚類の移

動に支障があるため、遡上産卵区間も限定される。河道断面が一様であり、変化

がない状況が見られる。 

このような状況を踏まえ、サクラマス（ヤマメ）などの動植物の生息や生育・

繁殖環境の保全、再生に努める必要がある。また、魚類等の縦断的な移動の連続

性を回復する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜サクラマス（ヤマメ）＞  

＜ポンニコロ川 市道橋(SP214)より上流の河川環境＞ 
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2）ルクシニコロ川  

ル ク シ ニ コ ロ 川 の 水 利 用 は 、 か ん が い 用 水 と し て 利 用 さ れ て い

る 。 知 事 管 理 区 間 で は 、 1 8 件 が 利 用 さ れ て い る 。 な お 、 こ れ ま で

に 渇 水 被 害 が 生 じ た 事 例 は な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 2 2 年 に 水

質 調 査 を 3 地 点 で 実 施 し て い る 。 調 査 結 果 に よ る と 、 B O D（ 生 物 化

学 的 酸 素 要 求 量 ） は 、 3 地 点 い ず れ に お い て も 7 5 %値 で 1 . 0 m g / L 以

下 と な っ て お り 、 A A 類 型 相 当 で あ る 。  

流 域 は 下 流 か ら 上 流 に か け て 広 く 畑 作 地 帯 が 広 が り 、 耕 作 地 を

貫 流 す る よ う に 流 下 す る 。  

上 流 域 は 、 山 林 が 広 が り 、 河 川 沿 い に 牧 草 地 、 ハ ル ニ レ 群 落 が

見 ら れ 、 周 囲 に は ト ド マ ツ 植 林 や エ ゾ イ タ ヤ － シ ナ ノ キ 群 落 、 下

部 針 広 混 交 林 、 エ ゾ マ ツ － ト ド マ ツ 群 落 、 落 葉 針 葉 樹 植 林 等 が 分

布 し て い る 。  

中 流 部 は 、 水 際 に ヨ シ 類 や ミ ゾ ソ バ ら が 群 落 を 形 成 し て お り 、

草 本 群 落 が 主 体 と な っ て い る 。  

下 流 部 は 、 オ ノ エ ヤ ナ ギ を 主 体 と す る ヤ ナ ギ 類 が 散 在 し 、 水 際

に ク サ ヨ シ 、 ヨ シ 、 ツ ル ヨ シ な ど の ヨ シ 類 や ミ ゾ ソ バ か ら 成 る 草

本 群 落 が 分 布 す る 。 魚 類 で は 、 フ ク ド ジ ョ ウ や サ ク ラ マ ス （ ヤ マ

メ ） が 多 く 見 ら れ 、 秋 に は カ ワ ヤ ツ メ や サ ケ 、 カ ラ フ ト マ ス 、 サ

ク ラ マ ス 等 の 産 卵 風 景 も 見 ら れ る 。  

現 況 河 道 の 河 床 幅 は 狭 く 、 連 節 ブ ロ ッ ク が 河 床 ま で 布 設 さ れ て

お り 一 様 な 流 れ と な っ て い る が 、 落 差 工 下 流 に 深 み が あ り 流 況 に

変 化 が 見 ら れ る 。 既 設 落 差 工 が 2 6 基 あ り 、 縦 断 方 向 の 連 続 性 が な

く 魚 類 の 移 動 に 支 障 が あ る た め 、 遡 上 産 卵 で き る 区 間 も 限 定 さ れ

る 。 河 道 断 面 が 一 様 で あ り 、 変 化 が な い 状 況 が 見 ら れ る 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） な ど の 動植物の

生息や生育・繁殖環境の 保 全 、 再 生 に 努 め る 必 要 が あ る 。 ま た 、 魚 類

等 の 縦 断 的 な 移 動 の 連 続 性 を 回 復 す る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ルクシニコロ川 如月橋より下流の河川環境＞ 

 
＜ サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） ＞  
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3） 小 石 川  

小 石 川 で は 河 川 の 水 利 用 は さ れ て い な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 優 先 整 備 区 間

で は 、 令 和 元 年 に 常 呂 川 合 流 前 地 点 で 水 質 調 査 を 実 施 し て い る 。

調 査 結 果 に よ る と 、 B O D （ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） の 7 5 ％ 値 は

2 . 0 m g / L 以 下 と な っ て お り 、 A 類 型 相 当 と な っ て い る 。  

上 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 8 0 以 上 の 急 な 流 れ と な っ て お り 、 河 床 は

砂 礫 質 と な っ て い る 。 河 道 周 辺 は カ ラ マ ツ の 人 工 林 や 牧 草 地 、 畑

地 等 で あ り 、 特 に 規 模 の 大 き い 樹 林 帯 で は 、 エ ゾ チ ッ チ ゼ ミ 等 の

主 要 な 生 息 環 境 と な っ て い る 。  

中 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 1 3 5 か ら 1 / 7 5 程 度 の 砂 礫 河 床 で フ ク ド ジ

ョ ウ 等 が 生 息 し て い る 。 現 河 道 沿 い に は ヤ ナ ギ 類 を 主 体 と し た 河

畔 林 が 帯 状 に 分 布 し て お り 、 特 に 倒 木 や 切 り 株 か ら 生 え る 河 岸 の

ヤ ナ ギ 小 径 木 林 は 、 ヤ ナ ギ の 幼 木 を 餌 と す る エ ゾ カ ミ キ リ の 生 息

地 と な っ て い る 。 ま た 右 岸 側 に は 、 ハ ル ニ レ 等 が 林 冠 を 構 成 し て

お り 、 早 春 、 林 内 で は フ ク ジ ュ ソ ウ の 花 を 見 る こ と が で き る 。 河

道 周 辺 の ヨ シ 群 落 は 、 ル リ イ ト ト ン ボ 等 の イ ト ト ン ボ 類 を は じ め 、

主 に 止 水 域 に 生 息 す る 昆 虫 類 の 主 要 な 生 息 域 と な っ て い る 。 市 街

地 内 を 流 れ る 河 川 で は あ る が 、 河 道 内 に は 水 生 植 物 の ホ ソ バ ミ ズ

ヒ キ モ が 生 育 し て い る と こ ろ も あ る 。  

下 流 域 は 、 河 床 は 砂 礫 か ら 砂 と な っ て い る 。 市 街 地 内 は 暗 渠 の

中 を 流 れ る 区 間 で あ る が 、 開 水 路 と な っ て い る 常 呂 川 合 流 点 付 近

の 水 中 に は 、 砂 礫 河 床 を 好 む フ ク ド ジ ョ ウ 等 が 生 息 し て い る ほ か 、

水 際 の ヨ シ 群 落 内 に は サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ）、 ト ミ ヨ 、 ス ジ エ ビ 等

が 生 息 し て お り 、 上 流 部 に 比 べ て 魚 類 相 は 多 様 で あ る 。  

ま た 、 地 元 住 民 が 主 体 と な っ た 「 小 石 川 を 守 る 連 絡 協 議 会 」 が

河 川 管 理 者 と 連 携 し て 清 掃 活 動 を 実 施 す る な ど 、 年 々 河 川 へ の 関

心 が 高 ま り つ つ あ り 、 北 見 市 が 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン に 基 づ く

「 北 見 市 東 部 地 区 か わ ま ち づ く り 」 計 画 を 作 成 し 、 身 近 な 潤 い 空

間 と し て 河 川 緑 地 の 整 備 ・ 保 全 を 行 い 、「 か わ 」 と 「 ま ち 」 が 一 体

と な っ た ま ち づ く り を 実 施 し て い る 。
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＜ エ ゾ カ ミ キ リ ＞  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 エ ゾ カ ミ キ リ な ど の 動 植 物 の 生 息 や 生

育 ・ 繁 殖 環 境 の 保 全 に 努 め る と 共 に 、「 北 見 市 東 部 地 区 か わ ま ち づ

く り 」 計 画 と 連 携 を 図 り 、 ま ち づ く り に 配 慮 し た 河 川 空 間 の 創 出

に 努 め る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4） 無 加 川  

無 加 川 の 水 利 用 は 、 水 道 用 水 、 工 業 用 水 及 び か ん が い 用 水 と し

て 利 用 さ れ て い る 。 知 事 管 理 区 間 で は 、 6 件 が 利 用 さ れ て い る 。 な

お 、 こ れ ま で に 渇 水 被 害 が 生 じ た 事 例 は な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 1 2 年 と 平

成 1 3 年 に 水 質 調 査 を 5 地 点 で 実 施 し て い る 。調 査 結 果 に よ る と B O D

（ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） の 7 5 %値 は 、 平 成 1 2 年 の 調 査 結 果 は 大

富 橋 、 武 華 橋 で 1 . 0 m g / L 以 下 の A A 類 型 相 当 、 滝 の 湯 橋 、 相 内 橋 で

2 . 0 m g / L 以 下 の A 類 型 相 当 、 銀 河 橋 で 5 . 0 m g / L 以 下 の C 類 型 相 当 、

平 成 1 3 年 の 調 査 結 果 は 滝 の 湯 橋 、 大 富 橋 で 1 . 0 m g / L 以 下 の A A 類

型 相 当 、 武 華 橋 、 相 内 橋 、 銀 河 橋 で 2 . 0 m g / L 以 下 の A 類 型 相 当 と

な っ て い る 。  

上 流 域 は 、 山 地 が 大 部 分 を 占 め 、 エ ゾ マ ツ 、 ト ド マ ツ 等 の 針 葉

樹 林 が 分 布 し て い る 。 河 岸 に は 、 水 際 ま で ヤ ナ ギ 類 、 ミ ズ ナ ラ 、

エ ゾ イ タ ヤ 等 か ら な る 河 畔 林 に 覆 わ れ て い る 。 河 床 勾 配 は 1 / 4 5 程

度 で 、 比 較 的 大 き な 礫 や 玉 石 の 渓 流 に は 適 度 な 落 差 と 冷 涼 な 地 域

を 好 む オ シ ョ ロ コ マ が 生 息 し 、 淵 の 底 に は ハ ナ カ ジ カ 等 が 生 息 し

て い る 。  

中 流 域 は 、 ヤ ナ ギ 類 や ミ ズ ナ ラ 等 で 形 成 さ れ る 河 畔 林 が 連 続 し

て 分 布 し て い る 。 河 床 勾 配 は 1 / 2 0 0 か ら 1 / 1 0 0 程 度 で 、 河 床 は 砂

礫 及 び 礫 で 、 瀬 と 淵 が 明 確 な 場 所 を 生 息 環 境 と し て い る サ ク ラ マ

ス （ ヤ マ メ ） や エ ゾ ウ グ イ が 生 息 し 、 浮 き 石 に な っ て い る 河 床 は

生 息 す る 魚 類 の 産 卵 の 場 と な っ て い る 。 ま た 、 そ れ ら を 捕 食 し よ

う と す る カ ワ セ ミ や 水 生 昆 虫 を 捕 ら え る カ ワ ガ ラ ス 等 が 生 息 し て

い る 。  
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＜無加川 上流の河川環境＞  ＜無加川 下流の河川環境＞  

な お 、 温 根 湯 温 泉 付 近 は 、 川 が せ せ ら ぎ 、 緑 と 一 帯 と な っ た 良

好 な 景 観 を 呈 し 、 観 光 客 の 散 策 ル ー ト や 地 域 住 民 の 憩 い の 場 と し

て 利 用 さ れ て お り 、 重 要 な 観 光 資 源 の 一 つ に 位 置 づ け ら れ て い る 。 

下 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 3 0 0 か ら 1 / 2 0 0 の 比 較 的 穏 や か な 流 れ と

な っ て お り 、 河 床 は 砂 礫 、 礫 等 と な っ て い る 。  

河 道 周 辺 は ヤ ナ ギ 類 、 ド ロ ノ キ 等 の 河 畔 林 が 分 布 し 、 オ シ ド リ

等 鳥 類 が 生 息 し て い る 。 ま た 、 河 床 に は ス ナ ヤ ツ メ 、 フ ク ド ジ ョ

ウ 等 の 魚 類 が 生 息 し て い る 。  

東 相 内 地 区 の 無 加 川 左 岸 高 水 敷 で は 、 パ ー ク ゴ ル フ 場 等 に 利 用

さ れ て お り 、 河 岸 の 植 生 が 回 復 さ れ て い る 所 も 見 ら れ る ほ か 、 右

岸 が 山 地 に な っ て い る た め 、 自 然 環 境 は 良 好 で あ る 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） な ど の 動 植 物

の 生 息 や 生 育 ・ 繁 殖 環 境 の 保 全 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 高 水 敷 利 用 さ れ て い る こ と か ら 公 園 計 画 と 連 携 を 図 り 、

公 園 と 河 川 が 一 体 化 し た 河 川 空 間 の 創 出 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河畔林が分布している 
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5） 小 町 川  

小 町 川 で は 、 水 利 用 は さ れ て い な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に よ る 水 域 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 3 0 年 に

6 回 の 水 質 検 査 が 実 施 さ れ て い る 。 調 査 結 果 に よ る と 、 B O D（ 生 物

化 学 的 酸 素 要 求 量 ） は 、 7 5％ 値 で 2 . 0 m g / L 以 下 と な っ て お り 、 A 類

型 相 当 で あ る 。  

上 流 域 は 山 地 が 広 が り 、 ト ド マ ツ 植 林 や エ ゾ イ タ ヤ － シ ナ ノ キ

群 落 、 落 葉 針 葉 樹 植 林 等 が 分 布 し て い る 。 平 地 部 で は 広 く 畑 作 地

帯 が 広 が っ て い る 。  

中 下 流 部 は 、 河 床 勾 配 1 / 2 5 0 か ら 1 / 1 4 0 程 度 と な っ て お り 、 河

床 は 砂 礫 と な っ て い る 。 周 辺 は 住 宅 街 と な っ て お り 、 河 道 内 に は

ク サ ヨ シ 、カ モ ガ ヤ 等 が 分 布 し 、重 要 植 物 で あ る ア カ ン カ サ ス ゲ 、

エ ゾ キ ヌ タ ソ ウ も 生 育 し て い る 。  

水 域 で は サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ）、 フ ク ド ジ ョ ウ が 主 に み ら れ 、 秋

に は サ ケ 、 カ ラ フ ト マ ス や サ ク ラ マ ス の 産 卵 風 景 も 見 ら れ る 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 瀬 と 淵 の 保 全 な ど 自 然 環 境 に 配 慮 し

た 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<エゾキヌタソウ>  <小町川 小町川大橋より上流の河川環境>  

<フクドジョウ>  
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6） パ ン ケ ビ バ ウ シ 川  

パ ン ケ ビ バ ウ シ 川 で は 、 河 川 の 水 利 用 は さ れ て い な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 上 流 、 中 流 、

下 流 の 3 地 点 で 令 和 3 年 に 2 回 、 令 和 4 年 に 2 回 水 質 検 査 が 実 施

さ れ て い る 。 調 査 結 果 に よ る と 、 B O D（ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） の

7 5 % 値 は 上 流 で は 5 . 0 m g / L 以 下 の C 類 型 相 当 、 中 流 、 下 流 で は

2 . 0 m g / L 以 下 の A 類 型 に 相 当 し た 。  

上 流 域 は 、 山 地 が 大 部 分 を 占 め 、 エ ゾ イ タ ヤ － シ ナ ノ キ 群 落 や

落 葉 針 葉 樹 植 林 が 分 布 し て い る 。 河 床 勾 配 は 1 / 4 5 以 上 の 急 な 流 れ

と な っ て お り 、 河 床 は 砂 礫 と な っ て い る 。  

中 流 域 は 河 床 勾 配 が 1 / 1 9 0 か ら 1 / 7 0 程 度 と な っ て お り 、 大 部 分

が 農 耕 地 （ 畑 ） と な っ て い る 。 シ ラ カ ン バ 林 、 ヤ ナ ギ 林 や ク サ ヨ

シ 群 落 の ほ か 、 下 流 部 の 右 岸 側 に は ハ ル ニ レ 林 が 成 立 し て お り 、

林 内 に は 重 要 種 の チ ド リ ケ マ ン や エ ゾ ミ ズ タ マ ソ ウ が 生 育 し て い

る 。 早 瀬 や 平 瀬 が 多 い こ と か ら 調 査 地 点 全 域 に フ ク ド ジ ョ ウ が 多

数 見 ら れ る 。  

下 流 域 は 河 床 勾 配 が 1 / 2 5 0 か ら 1 / 1 6 0 程 度 で 、 中 上 流 に 比 べ 緩

や か な 流 れ と な っ て い る 。 ヤ ナ ギ 林 や オ オ ヨ モ ギ ・ オ オ イ タ ド リ

群 落 が 成 立 し て お り 、 重 要 種 の ア カ ン カ サ ス ゲ が 生 育 し て い る 。

早 瀬 の 環 境 に は フ ク ド ジ ョ ウ 、 ハ ナ カ ジ カ が 見 ら れ 、 落 差 工 下 の

淵 か ら 下 流 の 瀬 の 河 岸 部 に か け て は 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） が 見

ら れ た 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 サ ク ラ マ ス （ ヤ マ メ ） な ど の 動 植 物

の 生 息 や 生 育 ・ 繁 殖 環 境 の 保 全 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<チドリケマン>  

<パンケビバウシ川 つつじ橋より下流の河川環境>  <ハナカジカ>  
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7） ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川  

ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川 で は 河 川 の 水 利 用 は さ れ て い な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 1 5 年 7 月

に 水 質 調 査 を 上 流 と 下 流 の 2 地 点 1 回 で 実 施 し て い る 。 調 査 結 果

に よ る と 、 B O D（ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） の 7 5 %値 は 上 流 の 寿 楽 橋

地 点 で は 1 . 0 m g / L 以 下 の A A 類 型 相 当 、 下 流 の 紫 苑 橋 地 点 で は

3 . 0 m g / L 以 下 の B 類 型 に 相 当 し た 。  

上 流 域 は 、 山 地 が 大 部 分 を 占 め 、 エ ゾ マ ツ 、 ト ド マ ツ 等 の 針 葉

樹 林 が 分 布 し て い る 。 河 床 勾 配 は 1 / 4 5 以 上 の 急 な 流 れ と な っ て お

り 、 河 床 に は 、 比 較 的 大 き な 礫 、 玉 石 等 と な っ て い る 。  

中 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 1 1 5 程 度 と な っ て い る 。 河 道 周 辺 は 、 畑

作 、 酪 農 が 営 ま れ 、 河 道 沿 い に は ミ ズ ナ ラ 、 カ シ ワ 等 の 樹 木 群 が

分 布 し 、 西 洋 わ さ び 等 の 植 物 も 生 育 し て い る 。  

下 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 1 1 5 か ら 1 / 1 7 0 程 度 で 、 中 上 流 に 比 べ 穏

や か な 流 れ と な っ て い る 。 周 辺 は 温 根 湯 市 街 地 を 形 成 す る 住 宅 街

と な っ て お り 、 所 々 に 畑 地 が 見 ら れ る 。 河 道 内 に は ク サ ヨ シ 、 オ

オ ヨ モ ギ 等 が 分 布 し 、 エ ゾ オ オ ヤ マ ハ コ ベ も 生 育 し て い る 。  

ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川 は 、 上 流 域 か ら 留 辺 蘂 幹 線 用 水 の 2 0 号 排 水 路

へ と 流 下 し て い る た め 、 中 下 流 域 は 、 水 量 が 少 な く 水 深 も 浅 い こ

と か ら 、 魚 類 の 生 息 環 境 と し て 良 好 で な い 状 況 で あ る 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 中 下 流 域 の 水 量 を 確 保 す る な ど 動 植

物 の 生 息 や 生 育 ・ 繁 殖 環 境 の 創 出 に 努 め る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜エゾオオヤマハコベ＞ 
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8） 訓 子 府 川  

訓 子 府 川 の 水 利 用 は 、 か ん が い 用 水 と し て 利 用 さ れ て い る 。 知

事 管 理 区 間 で は 、 1 1 件 が 利 用 さ れ て い る 。 な お 、 こ れ ま で に 渇 水

被 害 が 生 じ た 事 例 は な い 。  

水 質 に つ い て は 、 公 共 用 水 域 に お け る 「 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す

る 環 境 基 準 」 に 基 づ く 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 令 和 5 年 に 2

回 実 施 し て い る 。調 査 結 果 に よ る と 、B O D（ 生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ）

の 7 5 %値 は 上 流 の 仲 の 沢 橋 地 点 で 2 m g / L 以 下 の A 類 型 に 相 当 、中 流

の 中 央 橋 地 点 で は 2 m g / L 以 下 の A 類 型 に 相 当 し た 。  

上 流 域 は 、 山 地 が 大 部 分 を 占 め 、 エ ゾ マ ツ 、 ト ド マ ツ 等 の 針 葉

樹 林 が 分 布 し て い る 。 河 岸 に は 、 水 際 ま で ヤ ナ ギ 類 、 ミ ズ ナ ラ 、

エ ゾ イ タ ヤ 等 か ら な る 河 畔 林 に 覆 わ れ て い る 。 河 床 勾 配 は 1 / 1 4 5

程 度 で 、 河 床 低 下 に 伴 い 単 調 な 流 れ と な っ て お り 、 露 岩 が 見 ら れ

る 。  

中 流 域 は 、 右 岸 側 は 丘 陵 地 か ら 続 く 山 付 き 林 の 河 畔 林 が 連 続 し

て 分 布 し て い る 。 左 岸 側 で は 畑 作 が 営 ま れ て お り 河 道 沿 い に は ヤ

ナ ギ 高 木 林 や ク サ ヨ シ 等 の 草 地 が 広 が っ て い る 。河 床 勾 配 は 1 / 1 6 0

程 度 と な っ て い る 。 河 床 は 砂 礫 及 び 礫 で 、 瀬 と 淵 が 明 確 な 場 所 を

生 息 環 境 と し て い る シ ベ リ ア ヤ ツ メ や ハ ナ カ ジ カ が 生 息 し て い る 。 

下 流 域 は 、 河 床 勾 配 1 / 1 8 0 程 度 と 比 較 的 穏 や か な 流 れ と な っ て

お り 、 河 床 は 砂 礫 、 礫 等 と な っ て お り 、 常 呂 川 と の 合 流 点 付 近 に

は ヤ マ メ （ サ ク ラ マ ス ） が 生 息 し て い る 。 周 辺 は 、 北 見 市 街 地 を

形 成 す る 住 宅 街 と な っ て お り 、 所 々 に 畑 地 が 見 ら れ る 。 河 道 内 に

は ク サ ヨ シ 、 オ オ ヨ モ ギ 等 が 分 布 し 、 ア カ ン カ サ ス ゲ も 生 息 し て

い る 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 河 道 の 連 続 性 や 瀬 ・ 淵 等 の 生 息 環 境

を 保 全 す る と と も に 、 水 際 か ら 陸 域 、 山 付 き 部 ま で の 横 断 的 な 連

続 性 に も 配 慮 す る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜訓子府川 中央橋より下流の河川環境＞ 

＜シベリアヤツメ＞ 
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第 ２ 章  河 川 整 備 の 目 標 に 関 す る 事 項  

 

本 圏 域 に お け る 河 川 整 備 の 基 本 方 針 と し て は 、治 水 の 現 状 、水 害

発 生 の 状 況 、 河 川 の 利 用 の 状 況 、 河 川 環 境 の 保 全 等 を 考 慮 し 、 北 海

道 の 川 づ く り ビ ジ ョ ン に 基 づ き 、常 呂 川 水 系 河 川 整 備 基 本 方 針 と の

整 合 を 図 り な が ら 、河 川 整 備 に あ た っ て の 目 標 を 明 確 に し て 、河 川

環 境 に 配 慮 し た 治 水 、 利 水 対 策 を 推 進 す る こ と と す る 。  

 

第 １ 節  計 画 対 象 区 間 及 び 優 先 整 備 区 間  

 

本 整 備 計 画 の 対 象 区 間 は 、圏 域 の 北 海 道 知 事 管 理 区 間 と す る（ 表

1 - 1）。 こ の う ち 優 先 的 に 整 備 を 実 施 す る 区 間 は 、 以 下 の 通 り で あ る

（ 表 2 - 1）。  

※  「 当 面 整 備 の 予 定 の な い 区 間 」 で あ っ て も 、 河 川 管 理 を 行 う 上

で 小 規 模 の 改 修 を 実 施 す る こ と が あ る 。  

表 2 - 1  優 先 整 備 区 間  

河 川 名  区   間  延  長  

ポ ン ニ コ ロ 川 
上流端：北見市北陽 松月橋 

下流端：仁頃川への合流点 

6.1km 

(2.3km 整備済) 

ル ク シ ニ コ ロ 川 
上流端：北見市北陽 クトンニコロ川との合流点 

下流端：仁頃川への合流点 

5.6km 

(2.1km 整備済) 

小 石 川 
上流端：北見市東陵町 第 18 号橋 

下流端：トンネル河川区間上流 

1.6km 

(0.7km 整備済) 

無 加 川 

上流端：北見市留辺蘂町大和国有林 102 林班 

ぬ小班地先    

下流端：相内川合流点（北見市美園 360 番地） 

32.4km 

(21.9km 整備済) 

小 町 川 
上流端：北見市大正 243 番 2 地先 

下流端：無加川への合流点 
4.8km 

パンケビバウシ川 
上流端：北見市留辺蘂町松山 門馬橋 

下流端：無加川への合流点 
4.3km 

ペンケビバウシ川 
上流端：北見市留辺蘂町平里南 1 線 無名橋 

下流端：北見市留辺蘂町松山 西通橋 

1.6km 

(0.1km 整備済) 

訓 子 府 川 
上流端：常呂郡置戸町字雄勝 仲の沢橋  

下流端：常呂郡訓子府町字弥生 弥生頭首工 
6.2 ㎞ 
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第２節 計画対象期間 

 

河川 整備計画の計 画対象 期間は、概ね 30 年の間 とする。本整備 計画は、現

時点 での流域の社 会状況 、自然環境、河道状況 に基づき策定 するも のであり、

策 定 後、 これ らの 状況 等 の変 化や 新た な知見 、技 術の 進歩 等の 変 化が 生じた

場合 は、必要に応 じて見 直しを行うも のとす る。  

 

第３節 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

 

圏 域 の河 川 のう ち、優 先 整備 区 間に ついて は 、洪 水 の発 生状況 、 氾濫 区域

内 の 資産 状況 、想 定さ れ る被 害の 実態、現 況 の流 下能 力等 を踏 ま えて 、優先

的 に 河川 整備 を行 い、 洪 水か ら貴 重な 生命や 財産 を守 り、 地域 が 安心 して暮

ら す こと ので きる よう に 社会 基盤 の整 備を図 るも のと する 。ま た 、圏 域内の

河 川 にお いて 、調 査・ 点 検の 結果 、所 要の安 全性 が確 保さ れて い ない 堤防に

つい ては、必要に 応じて 堤防強化対策 等を実 施する。  

 

（ 1）ポンニコロ川  

ポ ン ニコ ロ川 にお いて は 、早 期に 治水 安全 度 を確 保す るた め、 仁 頃川 合流

点か ら松月橋下流 地点ま での 6.1km 区間にお いて、平成 18 年 10 月に発生 し

た 洪 水を 踏ま え、 沿川 地 域の 農地 への 水害を 防止 する こと を目 的 に整 備を進

める 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-2 ポンニコロ川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 
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（ 2）ルクシニコロ川  

ル ク シニ コロ 川に おい て は、 早期 に治 水安 全 度を 確保 する ため 、 仁頃 川合

流点 からクトンニ コロ川 合流点まで の 5.6km 区間に おいて、平 成 18 年 10 月

に 発 生し た洪 水を 踏ま え 、沿 川地 域の 農地へ の水 害を 防止 する こ とを 目的に

整備 を進める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 3）小石川  

小 石 川は 、下 流に 位置 す る北 見市 街地の資 産 集中 区域 に対 し、 早 期に 治水

安 全 度を 確保 する ため 、 トン ネル 河川 区間上 流か ら第 18 号橋 ま での 1.6km

区間 において 、昭和 61 年 8 月に発 生した洪水 を踏まえ 、沿川地域 の市街地や

農地 への水害を防 止する ことを目的に 整備を 進める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 ルクシニコロ川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 
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図 2-4 小石川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 
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（ 4）無加川  

無 加 川は 、流 域に 留辺 蘂 市街 地、 温根湯温 泉 等の 資産 集中 区域 や 農業 地帯

を 含 んで いる こと から 、 社会 的・ 経済的な 重 要性 、想 定さ れる 被 害の 大きさ

を 踏 まえ ると とも に、 下 流直 轄区 間と の整合 を図 り、 相内 川合 流 点か ら滝の

湯橋 上流までの 32.4km 区間において 、昭和 37 年 8 月に発生した 洪水を踏ま

え、沿川 地域の市街地や 農地への水害 を防止 することを目 的に整 備を進める 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 5）小町川  

小 町 川に おい ては 、下 流 に位 置す る北 見市 街 地の 資産 集中 区域 に 対し 、早

期 に 治 水 安 全 度 を 確 保 す る た め 、 無 加 川 合 流 地 点 か ら 川 添 橋 上 流 ま で の

4.8km 区 間で、市街地へ の水害を防止 するこ とを目的に整 備を進 める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 無加川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 

 

図 2-6 小町川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 

 

※（）内の数値は遊水地 

の効果を見込んだ値 

←

大
正
川 

200 

(140) 
120 

(50) 

遊水地 

優先整備区間 

L = 4.8km 

 

210 

(150)
ホ

120

無 

加 

川 
→

 

ホリカン

川→
 

←小町川 

川
添
橋 

650 600 550 460 430 420 390 330 

8
0
 

留
辺
蘂 

市
街
地 

温
根
湯 

整備済区間 

L＝4.2km 

とん

田
川 

相
内
川 

大
久
保
川 

奔
無
加
川 

十
八
号
沢
川 

士
気
連
別
川 

武
華
橋 

(

国
道
３９
号）

 

パンケビバウシ

川 
ペンケビバウシ

川 

無加川 

直轄区間 優先整備区間 L＝32.4km 

常

呂

川 
優

先
整

備
区

間
 

L
＝

1.
6
km

 

整
備

済
区

間
 

L
＝

1.
7
km

 

小
町
川 

東
無
加
川 

滝
の
湯
橋 

(

国
道
３９
号）

 



 

- 41 - 

（ 6）パンケビバウシ川  

パ ン ケビ バウ シ川 にお い ては 、早 期に 治水 安 全度 を確 保す るた め 、無 加川

合流 地点から門馬 橋までの 4.3 ㎞区 間で、沿 線地域の農地 の水害 を防止する

こと を目的に整備 を進め る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 7）ペンケビバウシ川  

下 流 に位 置す る温 根湯 市 街地 の資 産集 中区 域 に対 し、 早期 に治 水 安全 度を

確保 するため、西 通橋か ら南 1 線の無名橋ま での 1.6km 区間にお いて、昭和

50 年８月に発 生した洪水 を踏まえ、沿川地域 の市街地や農 地への 水害を防止

する ことを目的に 整備を 進める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-8 ペンケビバウシ川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 

 

図 2-7 パンケビバウシ川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 
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（ 8）訓子府川  

訓 子 府川 にお いて は、 早 期に 治水 安全 度を 確 保す るた め、 弥生 頭 首工 から

仲の 沢橋までの 6.2 ㎞区 間で、沿川地域の農 地の水害を防 止する ことを目的

に整 備を進める。  
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図 2-9 訓子府川整備計画流量配分図（単位：m3/s） 

 




